
令和７年度 第１回
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

水利施設等保全高度化事業
畑地帯総合整備事業
見岳地区

農整－１

長崎県事業主体

事業採択後10年経過
（事業費・工期）

再評価
の理由

事業箇所

○

見岳地区
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１．審議経過

概要Ｂ／Ｃ事業費
（億円）

工期
再評価の理由審議経過

完了着工
【工事概要】
区画整理 22.6ha
畑地かんがい 22.6ha

1.146.2R2H27当初
(H27新規)

【工事概要】
区画整理 21.0ha
畑地かんがい 21.2ha

1.1012.0R6H27
【重要な変更】
事業費10%
以上の増減

土地改良法
手続き
【第１回
計画変更】
(R1)

【工事概要】
区画整理 21.1ha
畑地かんがい 21.3ha

1.0216.5R8H27
【重要な変更】
事業費10%
以上の増減

土地改良法
手続き
【第２回
計画変更】
(R5)

【工事概要】
区画整理 21.1ha
畑地かんがい 21.3ha

1.0216.7R8H27
事業採択後
10年経過

(事業費・工期)
第１回審議
(R7)
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２－１．目的・事業概要・これまでの経緯

 目的

区画整理を行い、担い手農家への農地集積による経営規模拡大、畑地かんがい

施設を活用した高付加価値作物の栽培等により農業経営の安定化を図る。

狭小な道路 未整備の排水路 用水運搬による営農 バレイショの防除作業
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◆事業概要

２－２．目的・事業概要・これまでの経緯

◆これまでの経緯
【主要工事】
・区画整理 A＝21.1ha
・畑地かんがい A＝21.3ha

【事業工期】
・Ｈ27～Ｒ8

【総事業費】
・1,674,000千円（R7時点）

・事業進捗率 9１％（事業費ベース）

事業箇所

○

・Ｈ２７ 事業採択

・Ｈ２９ 工事着手

・Ｒ６ 区画整理完了
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３．事業の効果・必要性

①区画整理により農地区画を拡大することで、生産性の向上、生産コストの低減を

実現し、農作物の安定供給を図る。

②畑地かんがい施設の整備により、収益性の高い作物の導入及び高品質な作物の

生産を実現し、農業経営の安定化を図る。

③担い手農家を育成し、農地集積による経営規模拡大を図る。

ブロッコリー作付状況

整備前 整備後

葉たばこ作付状況 たまねぎ作付状況
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４－１．事業の進捗状況（事業費の見直し）

養台寺跡

野中遺跡

養台寺跡

東新堂原遺跡

新堂原遺跡

東石原遺跡
石原遺跡

野中Ｂ遺跡

野中Ｃ遺跡

野中Ｄ遺跡

野中Ａ遺跡

試掘調査
結果

主な増額理由増額事業費増の内容

試掘調査の結果、文化財調査範囲の拡大及び保護盛土費用の追加約6.1億円埋蔵文化財調査範囲の変更1

流用土から砂へ変更約1.0億円埋戻材の変更2

労務費や資材単価の価格上昇約3.2億円その他3

約10.3億円計

６

事業費増加要因①：埋蔵文化財調査範囲の変更（約6.1億円）



４－１．事業の進捗状況（事業費の見直し）

事業費増加要因②：埋戻材の変更（約1.0億円）

当初断面

埋戻材は搬入した砂防掘削土を流用予定
であったが、礫や転石混じり土であり流用
できなかったため、埋戻材を管頂10cmまで
砂基礎に変更

変更断面
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４－１．事業の進捗状況（事業費の見直し）

事業費増加要因③：その他（約3.2億円）

土木一般世話役

特殊作業員

普通作業員

生コンクリート

塩ビ管（VPφ100、L=4m）
軽油

18,800円/人

16,700円/人

14,400円/人

13,950円/m3

3,630円/本

94円/㍑

28,300円/人

24,600円/人

20,800円/人

20,950円/m3

5,440円/本

132円/㍑

平成27年度（前回） 令和7年度（今回）

約50％増

約47％増

約44％増

約50％増

約50％増

約40％増
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４－２．事業の進捗状況（事業期間の見直し）

【完了工期】Ｒ２（前回）→Ｒ８（今回）

・事業区域内の埋蔵文化財区域について、計画時は２遺跡が確認されていたが、試掘調査により
遺跡範囲が見直され９遺跡となり、埋蔵文化財区域が拡大したことによる遅延。

R2R1H30H29H28H27

測 量 設 計

文 化 財 調 査

区 画 整 理

畑 地 か ん が い

R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29H28H27

測 量 設 計

文 化 財 調 査

区 画 整 理

畑 地 か ん が い

前回

今回

文化財範囲の追加による設計・調査等の遅延及び文化財保護のための保護盛土の追加（約6年）
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５．上位計画への位置付け・関連事業の状況

長崎県総合計画チェンジ＆チャレンジ2025では、
■柱２．力強い産業を育て、魅力あるしごとを生み出す

基本戦略2-3 環境変化に対応し、一次産業を活性化する

（３）農林業の収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化

②産地の維持拡大に必要な生産基盤の強化

において、「人・農地・産地プランの実現に向けた農地の基盤整備」と記載があり、農地

の基盤整備の計画的な推進が位置付けられている。

（令和３年３月策定 長崎県総合計画チェンジ＆チャレンジ2025 抜粋）１０



６．社会経済情勢等の変化

〇整備された農地

空池原地区

ブロッコリー作付状況

諏訪地区

葉たばこ収穫状況ばれいしょ作付状況

◆畑地を中心とした農地の基盤整備事業に取り組み、農地を有効利用するため、

地域の担い手農家への農地集積を進めている。

◆南島原市では、諏訪地区３５ｈａ（Ｈ２４～Ｒ２）、空池原地区６２ｈａ（Ｈ２５～Ｒ５）が整備

され、更に馬場地区３０．３ｈａ（Ｒ１～）、津波見地区９５．０ｈａ（Ｒ２～）を整備中であり、

整備された農地ではより効率的な農業が営まれている。
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７．地元等の意向

①受益者・土地改良区

事業による生産性の向上や農業経営の安定、担い手の育成といった事業効果の早期
発現を強く切望されており、早期完成の要望が高い。

見岳地区 事業運営委員会状況

②南島原市
近年の高齢化による担い手不足は深刻な問題となっているため、本事業を実施し農作物の
生産性の向上を図ることで、担い手の育成や地域の発展が期待できるものとして、事業の早
期完成が望まれている。
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８．事業の投資効果

 費用対効果（B/C)

〔費用〕

・区画整理及び畑地かんがいに要する事業費（工事費、測量設計費）

〔便益〕

・作物生産効果、品質向上効果、営農経費節減効果、営農に係る走行経費節減効果、農業労働環境改善効果、

国産農産物安定供給効果、文化財の調査に係る効果

〔プラス要因〕

・経費節減及び時間短縮効果による経営規模の拡大

・費用便益分析マニュアルの改定（プラス側要因）

→国産農産物安定供給効果、文化財の調査に係る効果

〔マイナス要因〕

・事業費の増（保護盛土及び文化財調査費の増、工法変更）

・工期の延長（文化財調査の追加）

今回評価
（令和７年度）

前回評価
（平成27年度）

項目

１．０２＝ 23.1億円／22.4億円１．１４＝ 7.7億円／6.7億円全事業
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９．対応方針（原案）

対応方針
（原案） 継続

◆農地は狭小不整形で道排水路は未整備であり、健全な農業経営を維持していくことが

困難な状況となっているため、区画整理及び畑地かんがい施設を総合的に整備するこ

とで、担い手への農地集積、機械利用の効率化や作業負担軽減、生産性の向上に加

え作物反収増や品質の確保を実現し、農業経営の安定化を図るため、事業を実施して

いる。

◆事業進捗率は事業費ベースで約９１％［15.3億/16.7億］（令和６年度末）で、整備面積
ベースでは１００％となっている。

◆地元の意向として、関係農家及び南島原土地改良区から、事業実施に対する合意形
成が図られており、南島原市からも早期完成を望まれている。
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